
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

教育委員会だより　　　　地域の中で　仲間と共に　自分を磨く　　　　　　　　　　　　　　　令和８年７月２１日　 

 

ああ　遠くの空は　晴れている 

　　ＮＯ２７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南箕輪村教育委員会 

　　「君たちは、精一杯生きていますか？」　 

この問いに、どう応えますか！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権講演会 

南箕輪小学校・南部小学校の

6年生児童、南箕輪中学校全校

生徒と一般参加者のみなさん

が、登天ポールさんから「いじ

め撲滅・自殺反対」のお話を聞

きました。 

小中学生と一般参加
者の方の感想をご覧

ください 

出典：長野日報 ６月３０日

感想  私は今、「毎日を精一杯生きている」とは言

えません。ときどき、生きているのが嫌になること

もあります。 

ですが、登天ポールさんのような、心の強い人を

見ていると、「自分も頑張ってみよう」と思いま

す。「自分を好きになってみよう」と思います。 

すてきな歌をありがとうございました。 

（中学生）

感想　今までいじめはだめだと

思っていたけど、そこまで考え

たことがなかったから、今回考

えられてよかった。そして、

「親が命をかけて産んでくれた

命だから 大切にしないと 」と

思った。          （小学生）

感想 「命は何で大切なのか」 

「命の尊さ・いじめはなぜダメなの

か」がわかる講演会だった。時々歌

ってくれた曲にとても感動しまし

た。短い曲でも、内容がぎっしりつ

まっていて、とても元気がでまし

た。　　　　　　　（小学生）

感想  「精一杯生きていますか？」 

精一杯生きることは、人を傷つけたりけ

なしたりすることではない。自分を成長

させること … 一緒にしあわせマウンテ

ンを登っていこう！ 

会場を巻き込んでのマウンテン体操？

よかったです。　　　（一般参加者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 

 

 

 

 

感想 「いじめをなくし、 

自殺をする子がいなくなる

ように」という思いで日本

を一周し、それぞれの場所

で必ず一人には元気を与え

どんなに大変でも同じ思い

で活動してきたという話

に、すごく感動しました。　　　　　　　　

（小学生）

感想　自分にも友だち関係でつらいこ

とがあって、何度もしにたくなる時も

あった。けど講演を聞いてから、元気

になれた。おもしろくて説得力があっ

て、あきらめずにやっていて、自分も

そんな風になりたい。これからもがん

ばってほしい。    （小学生）

感想　「いじめ」や「自殺」は絶対にやってはいけないと、

心の底から思いました。そのことをみんなに知ってもらうた

めに、旅をし続けるのはすごいと思ったし、旅のことを知っ

てもらうのは、すごくいいことだと思いました。　（小学生）

感想　私もこれまで生きてきた中でつら

いこともあって、「生きるって大切なの

かな～」と思ってしまう自分がなぜかい

て、苦しい時があった。 

今日の話を聞いて、そうやって子ども

たちを助けてくれたり、応援したりして

くれる人がいるんだとわかって、もう一

度考えさせられました。　　（中学生）

感想　私は、登天ポールさんの歌や話を

聞いて、一人一人の大事な命について、

前よりももっと大切に思えました。 

地震でみんなが慌てている中、一人の

言葉で笑顔になれるのはすごいから、私

もそういうことができるようになりたい

と思いました。 

歌を聞いて、「いじめは絶対ダメなも

のだ」と改めて気づかされ、いじめをさ

れても少しでも明るくいけるような感じ

がしました。　　　　（中学生）

感想 「精一杯生きてい

こう」という言葉に、胸

をうたれました。 

マウンテンソングが盛り

上がり、楽しめました。 

（一般参加者）

感想  いじめ・自殺をなく

そうと活動している姿・行

動そのものが、まねできな

いことで尊敬します。 

こういう方々が実際いら

っしゃるということが勉強

になる。　　　　　　　                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（一般参加者）

感想　 欲を言えば、旅のお話中心ではな

く、「しあわせマウンテン」「登ってい

く」など独特な言葉に込められた意図

と、それらが生まれた経緯、そして登天

さんの「いじめ」「自殺」に対する思い

や思春期の子ども達へのメッセージを、

もっとお聞きしたかったです。 

（一般参加者）



感想  マイナスをマイナスでたたくの

ではなく、マイナスにプラスで立ち向

かうような新しい講演で、おもしろか

ったです。 

「しあわせマウンテン」を目指し

て、登天ポールさん　がんばってくだ

さい。       （中学生）

感想　登天ポールさんが、自ら命をたっ

てしまう人やいじめられていやな気持に

なった人を救うために、いろいろな県や

町に行って歌っているのがすごいと思っ

た。（小学生）

感想  「ひさんな時こそ、笑っていよう」

という言葉が、とても心に響きました。 

　日本中周って、いろんな人に「いじめは

ダメ　自さつはダメ」ということを伝えて

いるのがすごいと思ったし、笑顔を届けて

いるのがとてもすばらしいと思いました。　　　　　　　　　　　　　　

（中学生）

感想  いじめをされて自殺する人が多

いから、一人になっている人に声をか

けるだけでも、それが防げるかもしれ

ないことが分かったので、一人にしな

いことが大切。 

いつも心にマウンテンにすれば、 

笑顔ですごせるかなー と思った。 

一日を大切にすごしていきたい。 

　　（中学生）
感想  登天ポールさんによる講演は、

歌で自分たちの思いを私たちに伝え、

いじめの根絶・自殺者を無くすことを

「夢」として現在進行形でかなえてい

て、尊敬する気持ちであふれました。 

　私も、自殺者がいなくなることを願

います。 

　　（中学生）

感想  「いじめがなぜいけないのか」と

いう問いかけは、すごく大事な問いかけ

であり、会場にいる子どもにも大人にも

響くものであると感じた。 

シリアスな話になりがちな部分を、ポ

ールさんのやさしい声と歌でお話してく

れて、とてもありがたかった。　　 

　（一般参加者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

感想 ムダな命なんて何一つない。生きてい

てくれる。そこにいてくれる。ただそれだ

けでいい。そんな言葉を、自分にも、自分

以外の人にも伝えられる子ども達になって

ほしい、と思った。（一般参加者）

感想　ポールさんは、大変なことがあって

も最後まであきらめないで全国を回って、

いじめと自殺について講演をしていた。 

人はあきらめなければ最後は何とかなる

んだと思った。だから自分も大変なことが

あってもあきらめないでがんばりたいと思

った。　　　　　　　（小学生）


